
第 2 回江南市市民協働・市民活動推進協議会 会議要旨 

 

会議名：第 2回江南市市民協働・市民活動推進協議会 

日時：平成 26年 10月 17日（金） 午後 1時 30分～2時 30分 

場所：江南市地域情報センター 2階 フリースペース 

委員：出席委員 9名 

宇野 和明：会長（学識経験者） 

柴田 熙（公募市民） 

峰松 雅幸（公募市民） 

魚形 美鈴（公募市民） 

齋藤 雅治（市民活動団体関係者） 

新  英子（市民活動団体関係者） 

早瀬 裕子（市民活動団体関係者） 

水野 裕子（市民活動団体関係者） 

坪内 俊宣（市職員） 

事務局：浅野 武道（地域協働課協働推進グループリーダー） 

加納 康陽（地域協働課協働推進グループ） 

資料 1 江南市地域まちづくり補助事業 平成 27年度募集要領（案） 

資料 2 江南市地域まちづくり補助事業審査票 

資料 3 資料 1 ＮＰＯ等に対する補助金等 

資料 4 資料 2 地域まちづくり補助事業の日程について（案） 

資料 5 江南市ＮＰＯボランティア講座 市民活動に生かせる情報発信講座 

    

議題 
1、江南市地域まちづくり補助事業について 
2、市民・協働ステーションについて 
3、その他 

 
会長挨拶 

 前回は８月でありましたが、秋になり疲れが出てくるころであります。この

時間もつめて行いたいと思います。前回に引き続き、江南市地域まちづくり補

助事業を中心に議論を進めていきたいと思います。 
 



１. 江南市地域まちづくり補助事業について 

○事務局より前回の会議の内容を踏まえ、説明がありました。 

会長 

募集要項についてひろげよう！展開コースとつながろう！連携

コースの審査項目を別々にする、連携コースの補助額を３０万円

から２０万円に減額するという提案ですが、何か意見はございま

すか。今まではほぼ１００％採択になっています。 
市制６０周年記念市民公募事業に１７件の応募があったので、ま

ちづくり補助事業の申請も増えるだろうという予想もあります。 
１２０万円の予算の中で多くの団体に補助を出したいというこ

ともありますのでご審議いただきたい。 
ここで募集要項が承認されれば、正式に募集していきますか。 

事務局 

近隣の岩倉市の補助事業の申請件数は江南市より多く、団体が事

業を始める契機として積極的に活用されています。１０万円では

なかなか場所を借りて事業を実施するというのは難しいが、２０

万円あれば一定規模の事業も行うことができると思う。広報こう

なんだけで周知しきれないため、委員にも多くの団体に広めて頂

けたらと思います。 
１１月には各団体へ募集要項をお送りしたいと考えているため、

ここでご承認いただければ、市で募集要項を決定し、募集に入り

ます。事業採択の正式な決定は、３月議会で予算が承認されてか

らになります。 

会長 この事務局案でよろしいでしょか。 

（「結構です」との声あり） 

会長 
ご承認いただきありがとうございました。 
多くの団体にご応募いただきたいということなので、よろしくお

願いします。 

事務局 

応募相談会は申請書の書き方等の相談を受付けますが、江南市の

ボランティア団体等を支援する「江南の市民活動を支援する会」

にお願いしたいと考えています。 
書類審査会と公開審査会の審査員は７名で構成しており、毎年、

市民協働・市民活動推進協議会の委員からお願いしています。 
審査会の会長として宇野会長、市の職員として市長政策室長、地

域協働課長、今年新たに委嘱された峰松委員、魚形委員、新委員、

水野委員に審査員をお願いしたいと考えています。 



審査については、審査項目ごとに採点し、７人の審査員の平均点

が３０点以上で、かつ、予算総額の範囲内で採否を決定します。 
所属団体が申請される場合や審査会に参加できないなど諸事情

がある場合には、審査員から外れていただきます。 

会長 
委嘱された審査員は書類審査会の１月７日と公開審査会の１月

２５日に出席しないといけないが、不都合はありませんか。 

事務局 
書類審査は、１月７日、公開審査会は１月下旬の土日の午後に行

いたいと考えています。 

委員 
１月２５日は所用があり参加できない、１月２４日も６０周年記

念事業があるため参加できません。代わりの委員に審査員をお願

いします。 
（日程及び審査員の調整） 

事務局 
それでは、書類審査会は１月７日（水）午前１０時から、公開審

査会は１月２４日（土）午後、審査員は、宇野会長、峰松委員、

魚形委員、新委員、柴田委員ということで進めます。 

委員 審査の未経験者が多いが、大丈夫なのか。 

事務局 

市民が企画・実行し、市民が参加する事業を選ぶので、市民目線

で審査していただければと考えています。審査に特別な知識が必

要なわけではありません。 
また、申請団体の役員や理事になっているような場合も誤解を招

かないように審査員から外れていただきますので、申請される場

合には早めに教えてください。 
 

2. 市民・協働ステーションについて 

 ○事務局より市民・協働ステーションの利用について説明がありました。 

事務局 

来年度、地域情報センター１階の防災倉庫の耐震化工事を行

い、その間、大会議室が使用できなくなります。また、新体育

館の建設に伴い、平成３０年に体育館を取り壊す予定で、それ

までに適応指導教室「You・輝」の移転場所が決まってくるが、

候補先の一つに地域情報センター２階、市民・協働ステーショ

ンが挙がっています。新しい情報が入り次第、報告します。 

会長 
それ以上は決まっていないということですので、よろしくお願

いします。 



３.その他 

 

事務局 

市民活動に生かせる情報発信講座を１１月１３日に行います。

地域情報センターの開館時間が１７時までと決まっている中

で、１８時から始めるのは、初めての試みであります。これか

らの地域情報センターの利用についても考えていきたいので、

是非、ご参加ください。 


